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マリアナ諸島沖
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
」
の
親
魚
が
太

平
洋
マ
リ
ア
ナ
諸
島
沖
の
産
卵
海
域

の
深
海
で
、

初
め
て
捕
獲
さ
れ
た
。

水
産
庁
と
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

が
２２
日
、

発
表
し
た
。

こ
の
海
域
で

は
こ
れ
ま
で
誕
生
直
後
の
幼
生
し
か

見
つ
か

っ
て
い
な
か

っ
た
。

謎
に
包

ま
れ
た
ウ
ナ
ギ
の
回
遊
ル
ー
ト
や
産

卵
条
件
の
解
明
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
る
。

エ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
日
本
、

中
国
、

韓
国
な
ど
に
す
む
。

成
長
す
る
と
産

卵
の
た
め
川
を
下
り
、

海
に
入
る
。

ど
こ
で
産
卵
す
る
の
か
が
長
年
の
謎

だ

っ
た
が
、

東
京
大
海
洋
研
究
所
の

塚
本
勝
巳
教
授
ら
が
０５
年
、

同
諸
島

沖
の
ス
ル
ガ
海
山
周
辺
で
幼
生
を
見

つ
け
、

こ
こ
が
産
卵
海
域
だ
と
突
き

止
め
た
。

し
か
し
、

親
ウ
ナ
ギ
が
捕

ま
ら
ず
、

ど
の
く
ら
い
の
深
さ
で
産

卵
す
る
の
か
な
ど
詳
し
い
生
態
は
ま

だ
わ
か

っ
て
い
な
い
。

水
産
庁
な
ど
の
チ
ー
ム
は
今
回
、

ス
ル
ガ
海
山
を
含
む
広
い
海
域
で
ト

ロ
ー
ル
網
を
引
き
、
６
、
８
月
に
親

ウ
ナ
ギ
計
４
匹
を
捕
ま
え
た
。

捕
獲

し
た
深
さ
は
２
０
０
～
３
５
０
財
だ

っ
た
。

親
ウ
ナ
ギ
の
捕
獲
は
、

産
卵

場
所
を
詳
し
く
知
る
重
要
な
手
が
か

り
に
な
る
。

現
在
の
ウ
ナ
ギ
養
殖
は
、

沿
岸
で

と

っ
た
天
然
の
稚
魚

（
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
）
を
育
て
て
出
荷
し
て
い
る
。

近

年
、

稚
魚
が
激
減
し
て
い
る
た
め
、

卵
か
ら
育
て
る
養
殖
法
の
開
発

へ
の

期
待
が
高
い
が
、

幼
生
を
稚
魚
に
育

て
る
の
が
技
術
的
に
難
し
く
、

普
及

し
て
い
な
い
。

東
京
大
海
洋
研
究
所
の
青
山
潤

・

特
任
准
教
授
に
よ
る
と
、

ウ
ナ
ギ
は

世
界
に
１８
種

・
正
種
い
る
が
、

産
卵

海
域
で
親
魚
が
捕
獲
さ
れ
た
の
は
初

め
て
で
、

「捕
獲
場
所
の
水
深
や
水

温
な
ど
は
、

卵
か
ら
育
て
る
養
殖
法

を
実
用
化
す
る
上
で
貴
重
な
デ
ー
タ

に
な
る
」
と
い
う
。

（山
本
智
之
）

卵からの養殖へ期待


